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本 邦 産 ヒメ ヒゲ ナガ アプ ブ プラ の 
検索 表 と 二 新 種 
進 士 織 本 


A KEY FOR DISTINGUISHING THE JAPANESE MACROSIPHONIELLA 
(APHIDIDS) WITH THE DESCRIPTIONS OF TWO NEW SPECTES 


By 0O. SHINII 


(1) 邦 産 ヒメ ヒゲ ナガ アブ ラ 属 の 種 の 検索 表 


A. 有 北 胎生 雌 妖 

1. 骸 は 黒色 乃至 濃 赤 色 、 蜜 醒 及 び 尾 片 は 凌 色 な De の 
剛 は 黒色 な ら ず し て 、 主 に K 線 色 又 は 考 黄 線 色 な b ee 4 
2. 骸 は 概して 黒色 し て 第 3 角 朋 節 . 上 に は 28-82 個 の 感 鼻 器 あ り …………… 
PP i SEE RE TS 
帳 は 墨色 な ら ず お eee 5 の 3 

3. 骸 は 褐色 若しくは 衝 色 IC し て 白粉 を 毅 ひ 、 第 3 角 角 分 上 に は 90-120 個 の 
感 鐵 器 あ り …… ーー SST ョ モ ギ ヒメ ヒゲ ナガ アプ ラ 

忠 は 欄 色 叉 は 黄 樺 色 に k し て 第 3 般 角 箇 上 に は 22-26 個 の 原生 感覚 器 あ り … 
Ni 0 キイ セロ ヒメ ヒゲ ナガ アプ デラ ・ 
4 骨 は 終 色 、 尾 片 は 統 色 iC し て 第 3 鯛 角 箇 上 に は 約 22-26 個 の 原生 感 算 器 あ 
PR 20 クソ ニンジン ヒメ ヒゲ ナガ アプ ラ 

内 は 線 色 又は 和 黄 終 色 、 第 3 念 角 節 は 基部 が 線 色 iC し て 55-60 個 の 感 引 器 

を 具 へ を 0 …ー ーー……… i ョ メ ナ ヒ ビ ヒメ ヒ ゲ ナ ガ ア プラ 

骨 は 終 色 iC し て 白粉 を 殺 ひ 、 尾 片 交 蜜 年 は 共に 黒色 、 第 3 念 角 節 上 IC は 
16-20 個 の 感 超 器 あ り ーーーーーーーー アラ アセ ヒメ ヒゲ ナガ アデ プラ 


BE. 無 乾 胎生 雌 幼 
1. 骸 は 黒色 乃至 濃 褐 色 C し て 、 第 3 念 角 人 節 上 に は 18-20 個 の 原生 感 利 器 を 具 
へ 、 尾 片 は な 密 棋 より も 長 し … EE キク ヒメ ヒゲ ナガ アデ プラ 
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毅 は は 黒色 な ら ず - RSE GSOSSS 2 る こら a 0 9 


-2. 贈 は 濃 福 色 乃至 赤 掲 棟 瓦 色 な り 、 一 般 に 白粉 を 上 装 ひ 、 第 8 含 角 節 上 は 50- 
OR TE A RE Os 5 


i i ョ モ ギ ヒメ ヒゲ ナガ アプ 
態 は 濃 褐 乃至 精 秘 色 な らち まず ……… ド ーーーーーーーーーーーーーー ea 3 
8. 胡 は 商 翌 も ic し て 審 醒 如 尾 全 は 共 黒 色 、 第 8 飼 角 師 上 に は 18-16 個 の 
感 田 器 あ 0 eo de キイ ロ セ メ ビ ゲ ナガ アプ ラテ 

酔 は 終 反 乃至 帯 鞭 線 色 な De RN ee 4 

人 簡 は 線 色 、 尾 片 は 贈 と 同色 の 線 色 な り 、 第 3 角 角 節 上 iC は 2-3 個 の 感 箋 器 
あー クソ ニン ジン セ メ ヒ セ ヒゲナガ アデ プラ 

内 は 終 色 な れ ど ゃ 、 尾 片 競 蜜 槽 は 共 黒 色 な り …… ドー 5 
5. 第 8 入 角 疫 上 K は 3-5 個 の 感 超 器 あ り …………… アア ヒメ セ ゲ ナガ アデ プラ 
第 3 角 角 芝 上 IC は 50-70 個 の 感 愛 器 あり ……… ョ メ ナ ヒ メ セ ゲ ナガ アプ ラ 


(2) 邦 産 ヒレ メ ヒ ゲ ナガ アプ ラ の 分 布目 録 


1. キク ヒメ ヒゲ ナガ アプ ラ 
Macrosiphoniella sanborni GILLETTE 


Macrossphum sanborné GiL.LETIp, Canadian Entomologists, XL, p. 65 (1908). 

Macrosiphum chrysanthemi SaNBORN, Kansas Unuiv. Sc. Bull., IIL p.73, (1904). 

Macrosiphum bedfordt THEoBALD, Bull. Ent. Res. IV, p. 818 (1914) 

Macrosiphum nishigaharae Essta & KUwana, Proc. Calif. Acad. Se. 4th ser. VIIL, 
p. 50, (1918). 


宿主 視 物 : 菊 

標 型 地 : 北米 合 雌 園 カ ン サ ス 州 カン サス 布 

分 布 : 北米 合 楽 団 ( サ ン フ ラン シス ュ 、 バ ー ク レー、 ペ パロ ョ アル ト 、 サ ン ノ ゼ 、 
フレ ス ノ 、 ロ ー サ ンチ ルス 、 バ パサ デ ナ 、 カ ン サ ス 、 コ ロン ビア 、 モ ント ルイ 
ス 、 ワ シン トン 、 エ セカ 、 = ニテ ー ヨ ルク グ ク )、 英 吉利 て (ロン ドン ) 以上 著者 。 
支那 、 吉 濁 、 以 上 高橋 氏 札幌 て 松村 氏 )。 東京 (桑名 及び ェ シ と 氏 )。 更 
准 日 本 に 於 て は 著者 は 函館 、 青森 以 南 宮崎 、 都城 、 川内 、 鹿 見 島 及 び 那 瀬 、 
那覇 の 各地 K 於 て も 採集 せる を 以 て 、 A 
抹 地 を 指 げ ざる 事 さ す 。 


NII-Electronic Library Service 


Entomological Society of Japan 


9214 中 肥 ・ 第 七 伏 第 五 ・ 太 名 


2. ア ヲ ヒ ビ ヒメ ヒ ビ ヒゲ ナガ アプ ブラ 


Macrosiphoniella yomogifoliae SHINJI 


Macrosiphum yomogifoliae Sk, 動物 塁 雑 誌 第 34 人 788 頁 、 (1922). 
.Macrosiphoniella tanacetaria TakKAHASHI, Aphid. Formosa, pt. 1, p. 27, (1921). 
宿主 植物 : ョ そ ギ 
標 型 地 : 宮崎 落 都 城市 
分 布 : 函館 、 青 森 以 南都 城 鹿児島 、 那覇 、 糸 高 、 刻 北 (高橋 )。 


3. ヨモギ ヒメ ヒゲ ナガ アプ ブラ 


Macrosiphum yomogi MATSUMURA 


Macrosiphum yom0gi MATSUMURA, 1917 年 庶 
宿主 植物 : ヨモギ 、 キ ク 
分 布 : 朝鮮 、 北 海道 、 九 州 、 皿 國 、 本 改 


4 ヨメ ナ ヒ メ ヒゲ ナガ アプ ラ 
Macrosiphoniella moriokae STIINJT 


Macrosiphoniella moriokae SHEIKu1, 動物 沈 雑 誌 第 38 笹 362 貢 、(1924). 
Macrosiphoniella astericola Ok aMoro & TakaHASHI, Insecta Matsurmurana, Vol. IL. 
p. 132, (1927). 
宿主 植物 : ョ メ ナ 
分 布 : 朝 鯉 ( 袋 山 、 大 郎 、 水 原 、 京 城 、 政 培 )、 北 海道 (函館 、 小 機 、 札 幌 、 
旭川 )、 本 州 ( 天 森 、 洪 烹 、 恒 内 、 八戸 、 種 市 、 盛 岡 、 花巻 、- ノ 開 、 小牛田 、 
鹿島 剖 、 松 島 、 仙 豪 、 王 、 水戸 、 編 鳥 、 山 形 、 稚 岡 、 大 曲 、 秋田 、 弘 前 、 金 
浮 、 編 井 、 富 山 、 長岡 、 直江 津 、 新潟 長野 、 川 越 、 大 宮 、 所 澤 、 東 京 、 千 
業 、 八幡 、 銚子 、 懲 見 、 川崎 、 横濱 、 戸 震 、 受 海 、 三 島 、 興津 、 沼津 、 静 岡 、 
堀ノ内 、 掛 川 、 漆 松 、 豊 橋 、 名 古屋 、 岐 阜 、 京 都 、 大 阪 、 姫路 、 山 崎 、 鳥 取 、 
大 士 、 津 和 野 、 廣島 、 忌 和音 、 多 度 津 、 秦 下 、 丸久 、 下 闘 、 門司 、 博多 、 久 
留 米 、 熊 本 、 八 代 、 人 吉 、 都 城 、 宮崎 、 有 川内 、 鹿 児島)。 
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5 カバ イロ ヒメ ヒゲ ナガ アプ ブラ 


Macrosiphoniella fulvicola SHINJI n. sp. 


。 無 燃 略 生 殿中 こ 
骨 は 卵 汰 し て 短 毛 を 粗 生 し 、 地名 は 整 赤 樺 色 な り 。 頭 部 は 黒色 を 帯び 、 額 
、 閣 は 題 著 KC し て 、 外 方 へ 開き 、 黒色 に し て 短 毛 を 粗 生 せり 。 ロロ 呪 は 辛 じ て 後肢 
達し 、 後 人 部 は 黒色 を 帯び 、 基 年 部 は 骸 と 同色 な り 。 複 眼 は 濃 赤 色 IC し て 同 
色 の 眼 将 を 作 へ り 。 人 鯛 角 は 6 分 より 成り て 喘 よ り も 長く 、 各 箇 は 若干 の 長毛 を 


{ 3 


カバ イロ ヒメ ヒビ ピゲ ナガ が アプ ブ ラ 


Macrosiphoniella fulvicolg SHINJI | 

A-B. 無 商 内 生 時 叱 の 鯛 角 C-D. 有 北 胎生 睦 島 の 角 角 E 及 G. 無 

麹 際 生 雌 点 の 密 模 と 尾 石 = F 及 了 H. 有 欧 胎生 映 員 の 窒 植 と 尾上 
生 ぜ り 。 全長 互 り て 黒色 IE し て 、 第 4 範 以後 の 詳 爺 は 碧 互 訣 を 呈 せ り 。 第 1 
- 節 は 第 2 節 の 約 1 倍 生 大 、 第 2 飼 は 幅 よ り も 長 し 。 第 3 節 は 前 有 飼 と 約 同 長 
し て 8 個 力 至 12 個 の 小 賠 感 有 器 を 具 へ た り 。 第 5 師 は 第 4 飾 より も 短く し て 
末端 に 近く 1 個 の 原生 感 算 器 を 具 へ た り 。 第 6 節 の 羅 油 部 は 基部 の 約 7 倍 長 あ 
り 。 胸部 は 腹部 と 共 K 各 * 共 背面 C は 黒色 部 を 具 へ た り 。 肢 脚 は 頑 天 i し て 短 ・ 
小 な る 剛毛 を 生じ 、 全長 Ic 互 り て 黒色 な り 。 審 槽 は 準 園 筒 状 IC し て 第 6 館 角 節 
の 基部 より は 僅か に 長き の み に し て 、 基部 は 末端 C 比 し て 幅 K 於 て 大 を り 。 全 
長 に 互 り て 黒色 に し て 、 後 入部 は 綱紀 を 呈し 、 前 午 部 は 首 孔 汰 を 時 せり 。 

有 次 胎生 暴 

骸 は 長 卵 状 K し て 短 毛 を 生 ぜ り 。 地 人 色 は 鮭 赤色 な り 。 頭 部 は 黒色 を 星 し 、 額 
癒 は 宇 著 に し て 外 方 へ 開き 、 消 黒 くし て 若干 の 短 毛 を 生 り 。 複眼 は 濃 赤 色 k・ 
し て 同色 の 眼 韻 を 件 ひ 、 昔 眼 の 周 終 は 斉 赤 色 な り 。 口 史 は 後 脚 の 基 節 を 越し て 
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伸び 、 全長 K 互 り て 黒色 な り 。 穏 角 は 6 節 よ り 成 り て 杉 よ り も 長く 、 第 3 分 の 
基部 が 輪 納 を な し て 区 色 な る を 除け ば 全長 KC 互 り て 黒色 な り 。 第 8 委 以 後 第 6 
節 の 末端 至る 部 域 は 閥 下沢 を 星 せ り 。 第 1 爺 は 第 2 節 の 約 1 倍 生 大 、 第 2 節 
は 幅 よ り も 長 し 。 第 8 侯 は 前 有 委 と 約 同 長 Ic し て 若干 の 長毛 と 22 個 乃 至 85 個 
の 小園 天 感 完 器 を 具 へ な たり 。 第 4 飯 は 第 5 節 よ り も 長く 、 第 5 人 魏 に は 末端 記 近 
く 1 個 の 原生 感覚 器 あ り 。 第 6 節 の 綴 燃 部 は 基部 の 約 6 倍 硫 あり 。 胸部 は 黒色 
を 牙 び た り 。 肢 脚 は 頑丈 iC し て 乳 節 の 基部 な る 小 域 が 黄色 な る を 除け ば 残部 は 
木 岩 黒 色 な り 。 次 は 準 湊 明 し て 服 と 事 脈 と は 黒色 味 を 妖 び た り 。 前 起 の 中 腰 
は 分 れ て 3 枝 を 成 し 其 第 3 枝 は 第 2 校 の 約 中 台 よ り 生 ぜ り 。 腹部 は 背面 に 黒色 
の 横 走 融 を 具 へ た を り 。 密 槽 は 第 6 個 角 魏 の 基部 より は 少し く 長 く 、 後 御 部 は 網 
次 を 呈し 基 御 部 は 首 巨 汰 を 量 せ り 。 公 長 に 瓦 り て 時 色 な り 。 尾 片 は 準 周 凶 次 に 
し て 密 模 と 約 同 長 な り 、 約 10 頑 乃至 12 替 の 長毛 を 生じ 、 黒色 な り 。 尾 板 は 園 
く 終 り て 黒色 な り 、 若干 の 毛 を 生 ぜ り 。 

流 定 (mm.): 器 長 2.70: 帳 幅 1.40: 副長 3.15; 熱 幅 1.12; 人 鯛 角 長 1JT 0.20. TV 
0.11, V 0.90, VI 0.02 十 1.00: 股 節 長 前 0.90, 中 0.90, 後 1.20: 麻 節 長 前 1.20, 中 
1.25, 後 1.30, 蜜 横長 0.30: 尾 片 長 0.25. 

宿主 植物 : ヨモギ 、 キ ク 

標 型 地 : 岩手 頻 応 岡市 下 豪 。 

採集 年 月 日 : 昭和 3 年 7 月 11 日 。 

分 布 : 盛岡 、 花 鈴 、 仙 宣 、 岩沼 (宮城 肥 )。 

避 性 : 本 種 は 四季 を 通じ て 攻 の 葉 友 lc 多 第 群 生 し 、 上 秋 の 候 に は 廃 園内 な る 
稀 に も 韓 移 し 溢 る を 見 る 。 


 。6. クリ ニン ジン ヒメ ヒゲ ナガ アプ ブラ 


Macrosiphonilla pseudoartemisiae SHTNJT n. SD. 


無 次 胎生 暴 剖 
能 は 淡 線 色 乃至 終 色 に し て 小数 の 短 毛 を 生じ 、 用 部 の 背面 は 黒色 な る 列 号 
乃至 区 紋 な し 。 頭 部 の 幅 は 長き K 優 り 、 頭頂 は 殆 ん どー 直線 を な し 、 従 つて 基 
し く 税 入 せ ず 、2, 8 私 の 剛毛 を 生 ぜ り 。 額 閣 は 題 閉 し て 外 方 へ 開き 右 と 同色 
な D。 複眼 は 混 赤色 IC し て 同色 の 眼 閣 を 件 へ り 。 品 防 は 後肢 の 基部 を 過ぎ て 長 
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伸び 、 全 長 互 て 概して 黒色 な り 。 伴 角 は 帳 よ り も 長く し で 6 人 節 より 成り 、 
各 節 は 若干 の 短 毛 を 生 ぜ り 。 第 3 節 の 後生 部 以後 第 6 節 の 末端 に 至る 部 域 は 枚 ・ 
也 汰 を 呈し 、 第 8 第 4 雨 伏 は 概して 直 と 同色 な れ ど も 末端 部 は 黒く 、 其他 の 嗜 
節 は 全長 に 互 り て 黒色 な り 。 第 1 節 は 第 2 魏 の 約 1 悦 邊 大 、 第 2 節 は 幅 よ りゃ も 


タツ ニン ジン ヒメ ヒゲ ナガ アプ ブラ 


Macrosiphoniella pseudoartemisiae SHTNJT 
A-B. 無 交 胎 生 雌 最 の 訪 角 CO-D. 有 贅 略 生 紫 可 の 鯛 角 了 E 及 G. 無 
殖 胎 生 雌 虹 の 窒 槽 と 尾上 F 及 本 . 有 次 胎生 雌 虹 の 窒 槽 と 尾 片 
長 し 、 第 8 箇 は 前 腸 委 と 約 同 長 な れ ど も 、 前 膝 節 よ り は 北 分 大 な り 。 9 個 乃 到 
7 個 の 小園 汰 感覚 器 を 基 年 部 に 具 へ た り 。 第 4 第 5 雨 飾 は 約 同 長 若く は 第 5 爺 
が 第 4 節 よ りゃ 北 分 長 し 。 第 6 分 の 鞭 捧 部 は 基部 の 約 6 倍 長 あり 。 胸 腹 南部 は 
共 K 淡 弧 色 C し て 黒色 た る 部 分 を 具 へ 本 。 肢 脚 は 頑丈 ic し て 短 毛 を 生 に 、 妥 節 
の 後 御 孝 と 膝 魏 の 後 端 部 に し て 全 肥 節 の 約 4 分 の 1 KC 営 る 都 分 と 爪 と は 黒く 、 
残部 と 既 侯 と は 配 と 同色 な D。 寧 丁 は 準 彫 筒 天 『C し て 尾 五 より ゃ 短小 、 且 つ 基 
部 近く に 於 て 北 分 膨れ た り 。 後 年 部 は 網 潜 を 呈し 、 基 條 部 は 義也 潜 を 旦 せ り 。 
多 長 に 契り て 黒色 乃至 薄 黒 し 。 尾 片 は 準 周 凶 形 に し て 約 4 圭 の 毛 を 生じ 、 基 部 
近く I 於 て 総 れ た り 。 淡 終 色 な り 。 
測定 (mm.): 回 長 1.80: 看 幅 0.93: 信 角 長 I 0.09, TH 0.05, III 0.45, TV 0.35, 
V 0.36, VI 基部 0.15, VI 前 部 0.67; 有 民 節 長 前 0.55, 中 0.35, 後 0.55; 腹 節 長 前 
0.78, 中 0.60, 後 1.10: 鶴 槽 長 0.17; 尾 片 長 0.22. 
脆 胎生 上 峰 直 
剛 は 約 長 米 園 C し て 極め て 小 敷 の 短 毛 を 生じ 地 色 は 淡 線 色 乃至 線 色 な り 。 頭 
部 は 頭 幅 が 頭 長 に 優 り 、 清 黒色 を 著 び た り 、 衝 密 は 題 療 し て 共 内 側 端 は 外側 
へ 向 ひ て 開け ? 。 複眼 は 題 療 K し て 、 同 名 の 眼 音 を 作 へ り 。 品 競 は 辛 し て 後肢 
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の 基 分 答 涯 し 、 全長 に 互 り て 藻 黒 し 。 錠 オ 角 は 帳 よ り も 廷 か 長く し て 6 信 よ 

b り 成り 、 各 侯 よ り は 小数 の 短 毛 生 ぜ り 。 第 8 範 の 後生 部 以後 第 6 節 の 甘 汰 部 の 
末端 に 至る 者 域 は 郷 瓦 沢 を 星 し 、 且 つつ 全長 に 互 り て 少 昧 乃 名 黒色 な り 。 第 1 節 
は 第 2 令 の 約 1 悦 御大 、 第 2 節 は 幅 よ り も 長 し 。 第 3 飾 は 前 腰 分 と 約 同 長 IC し 
て 20 個 乃 至 28 個 の 小園 汰 後生 感 自 器 を 具 へ た り 。 第 4 第 5 の 雨 範 は 約 同 長 な 
る か 若しくは 後者 が 前 者 より も 幾 分 長 し 、 第 6 節 の 縮 汰 部 は 基部 の 約 6 倍 長 あ 
b り て 順 部 間 の 原生 感 愛 器 は 彫 沢 な り 。 胸部 は 洪 黒 色 を 星 し 、 筋肉 は 良く 王 育 せ 
 。 肢 脚 は 頑 区 に し て 有 節 の 後生 部 と 腰 節 の 後 端 部 に し て 全 腔 節 の 約 4 分 の 1 
に 相 営 する 部 域 と 路 島 と 爪 と は 黒く 、 残 部 と 残 仁 と は 肖 縛 色 な り 。 

赴 は 準 透明 k し て 脈 と 下 班 と は 得 黒 味 を 著 び た り 。 

訟 槽 は 準 園 筒 状 KC し て 慣 片 より も 短小 な り 。 後生 部 は 網 和 を 呈し 、 基 年 都 は 
用 瓦 湊 を 呈 せ り 、 全 長 K 瓦 て 黒色 乃至 少く と も 少 加 し 。 尾 片 は 準 園 媒 汰 C し 
て 長大 な り 、 約 4 替 の 剛毛 を 生じ 、 中 央 より も 基 部 iC 近く 総 れ た り 。 全長 K モ 
り て 骸 と 同色 の 淡 総 色 な り 。 尾 板 は 園 く 絶 り 、 電 と 同人 多 な り 。 


測定 (mm.): 帳 長 1.67: 骨 幅 0.80: 凌 長 240: 個 角 長 T 0.07, 11 0.07, IIE 0.35, 
TV 0.37, V 0.35, VI 基部 0.20, 鞭 状 部 0.60: 典 節 長 前 0.50, 中 0.40, 後 0.55; 有 礎 節 
長 前 0.60. 中 0.20, 後 L.10: 窒 西 長 0.18: 尾 片 長 0.20. 


宿主 棋 物 : クジ シュン ジン 

標 型 地 : 岩手 別 盛 岡市 上 田 。 

探 集 年 月 日 : 昭和 4 年 9 月 15 日 。 

分 布 : 盛岡 、 東 京 (大 森 )、 静岡 。 

玖 性 : 葉 裏 及び 稀 芽 に 寄生 すれ ども 吉 豚 を 堂 ま ず 。 5 月 より 10 月 下旬 まで 同 
一 宿主 上 見 ちる る 申 より すれ ば 中 間 宿 主 は 無き が 如 し 。 本 種 は 秋季 宿主 穫 
物 が 有 開花 期 ヒ 入る 頃 K 繁 殖 が 盛大 と な る も の MC し て 、 宴 人 色 は 宿主 の 葉 と 同色 
な る を 以 て 義 見 容易 な ら ず 。 一 般 に は 宿主 植 物 を 折り 観 め 、 之 を 白紙 上 に て 
打つ 時 は 多 敷 の 標本 を 得る も の な り 。 
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